
 

 

２．中部圏～近畿圏の交通量の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新名神高速開通後１週間の中部圏から近畿圏の主な高速道路の断面交通量を前年度の同時期と比較したところ、Ｂ断面では約１万２千台／日増加、Ｃ断面

では約１万２千台／日増加しました。また、Ａ断面では増減無し、Ｄ断面では約５千台増加しました。 

・一方、名神高速は、Ｂ断面では約１万５千台／日、Ｃ断面では約１万４千台／日減少しており、新名神高速への転換が図られているものと推測されます。 

※交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

※新名神開通前は、平成１９年２月２５日（日）から３月３日（土）までの

日平均交通量を記載。 

新名神開通後は、平成２０年２月２４日（日）から３月１日（土）までの

日平均交通量を記載。 

草津田上IC出入 

11,300台/日

信楽IC出入 

6,000台/日 

甲賀土山IC出入 

5,900台/日 

【 Ｄ断面交通量比較 】
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東名 伊勢湾岸

増減なし

【 Ｂ断面交通量比較 】
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【 Ｃ断面交通量比較 】
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